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２０１０年 愛知県農業総合試験場の１０大成果
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成 果 の 内 容

開発の背景・ニーズ

愛知県農業への貢献

絶食による休産法は、ストレスが大きく、死亡やサルモネラといった食中毒菌排出の危険性

も高いのが現状です。その代替法として、低エネルギー飼料を与えながら休産させる産卵調整

法が求められていました。そこで、身近な飼料資源であるもみ殻を原料に利用し、飽食しなが

ら休産誘導が可能で、鶏が健康で長期間、高産卵できる産卵調整技術の開発に取り組みました。

【農林水産省「新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」
で実施した成果です】

－餌を飽食しながら休産させ、無理なく産卵成績を改善します－

ふすまに粉砕もみ殻を配合することにより、さらなる低エネルギー飼料（カロリー約30％

低減）を飽食させ、腸内乳酸菌と血漿中抗酸化能を通常飼育時に近い状態で安全に休産させ、

白色レグホーン、名古屋コーチンともに、その後の産卵率と卵質を改善させることができまし

た。そして、無理のない飼育方法により従来法の飼育期間の約２5％長期化を達成することが

できました。また、種鶏にも応用でき、種卵適用卵を増やすことができました。

身近な飼料原料としてのもみ殻は、採卵鶏農家にとって入手が容易であり、飽食させながら無

理なく安全に休産させることができます。アニマルウェルフェアに配慮した健康な鶏による長期

産卵と安全で高品質な鶏卵の提供が、消費者にも支持され、採卵鶏農家の労力と経費の軽減に寄

与できると考えられます。さらに、種鶏にも応用でき、ふ化場の種卵確保にも寄与できます。
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餌を食べ続けながらリフレッシュ！丈夫な卵を良く産む！
種鶏にも応用可能で、種卵適用卵の増加！
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